
令和５年度シラバス 

教 科 科   目 単位数 履修学年・クラス 

地理歴史 世界史Ｂ 2 ３－Ａ（文系） 

１．学習の到達目標 

現代世界の形成の歴史的過程と世界の歴史における各文化圏の特色について理解させ、文化の多様性・複合

性や相互交流を広い視野から考察させることによって、歴史的思考を培い、国際社会に生きる日本人として

の自覚と資質を養う。 

２．学習の計画 

 学  習  内  容 学 習 の ね ら い 

１ 

学 

期 

第７章 アジア諸地域の繁栄 

第８章 近世ヨーロッパ正解の形成 

第９章 近世ヨーロッパ世界の展開 

・民族の移動によるヨーロッパ世界の形成過程を確認

する。 

・イスラーム教の性格・特色・文化を確認する。 

・ルネサンスが行われた背景やその影響を理解し、そ

の後の世界に貢献したのかを考える。 

・宗教改革によってブルジョアジーの台頭がその後の

ヨーロッパ世界の発展に与えた影響を理解する。 

 

２ 

学 

期 

第１０章 近代ヨーロッパ・アメリカ 

世界の成立 

第１１章 欧米における近代国民国家の発展 

第１２章 アジア諸地域の動揺 

第１３章 帝国主義とアジアの民族運動 

第１４章 二つの世界大戦 

第１５章 冷戦と第三世界の独立 

・産業革命によって、階級の分化が促され、その結果市

民革命が起こっていったつながりを理解させる。 

・市民革命を経て、社会がどのように変わっていった

のかを考えさせる。 

・世界恐慌が引き金となって帝国主義にはしる国の台

頭とその国による世界の分割を理解させる。 

・世界恐慌から第二次世界大戦までの流れを把握させ

る。 

・第二次世界大戦後の社会における第三世界の与えた

影響を考えさせる。 

 

３

学

期 

第１６章 現在の世界 

・現在の地域紛争と日本の役割、国際連合の役割を考

えさせる。 

 

３．評価方法・評価の観点 

評 価 方 法 考査・プリントの提出物を含む授業態度を加味して評価する。 

 

評価の観点 関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解 

評価の内容 

歴史的・地理的事象に

ついて関心と課題意

識をもち、意欲的に追

究することを通して、

国際社会に主体的に

生きる国家・社会の一

員としての責任を果

たそうとする。 

歴史的・地理的事象を

世界的視野に立って

多角的、多面的に考察

するとともに、国際社

会の変化に的確に対

応し、公正に判断す

る。         

諸資料を吟味して確

実なものを選択し活

用することを通して

歴史的・地理的事象を

追究する方法を身に

付け、それらの過程や

結果を的確に表現す

る。 

我が国及び世界の形

成の歴史的過程と生

活・文化の地域的特色

についての基本的な

事柄を理解し、知識を

身に付けている。 

４．使用教科書・副教材 

使用教科書 詳説 世界史Ｂ （山川出版社） 

副 教 材 プロムナード世界史 （浜島書店） 

 


